
  

一 

平成 22 年 4 月 16 日 (金曜日) 千 葉 県 報 第１２５００号 
      

 
 

主 
 

要 
 

目 
 

次 

 
 

告 
 

示 

○ 

昭
和
三
十
八
年
千
葉
県
告
示
第
四
十
九
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

昭
和
五
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

昭
和
五
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
五
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

昭
和
五
十
七
年
千
葉
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

昭
和
六
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
五
百
十
六
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

平
成
八
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
九
十
七
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

○ 

土
地
改
良
区
定
款
の
変
更
認
可
（
四
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

○ 

都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
（
三
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

都
市
計
画
道
路
の
変
更 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

○ 

道
路
の
供
用
開
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

○ 

道
路
法
に
基
づ
く
協
議
の
成
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 

○ 

千
葉
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
の
廃
止 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

 
 

公 
 

告 

○ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
（
七
件
） 

 
 

 
 

 

三 

○ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
意
見
の
概
要
（
三
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 

○ 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
（
七
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 

○ 

都
市
計
画
地
区
計
画
の
関
係
図
書
の
縦
覧
（
三
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 

○ 

都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
の
縦
覧
（
三
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 

○ 

都
市
計
画
高
度
地
区
の
関
係
図
書
の
縦
覧
（
二
件
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 

○ 

都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
八 

○ 

都
市
計
画
道
路
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 

 
 

正 
 

誤 

○ 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
付
け
県
報
号
外
第
十
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八 

告

示 

千
葉
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号 

 

昭
和
三
十
八
年
千
葉
県
告
示
第
四
十
九
号
（
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
地
方
公
共
機
関
の
指

定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

表
中
「
印
旛
利
根
川
水
害
予
防
組
合
」
を
「
印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合
」
に
改
め
る
。 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号 

 

昭
和
五
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号
（
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
地
方
公
共
機
関
の

指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

表
所
在
地
の
欄
中
「
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
初
富
一
六
の
一
六
」
を
「
鎌
ケ
谷
市
く
ぬ
ぎ
山
四
丁
目
一
番
一

二
号
」
に
、
「
千
葉
県
市
原
市
五
井
一
、
四
七
二
」
を
「
市
原
市
五
井
中
央
東
一
丁
目
一
番
地
二
」
に
、

「
千
葉
県
千
葉
市
新
千
葉
一
の
一
の
一
」
を
「
千
葉
市
中
央
区
中
央
港
一
丁
目
二
番
二
一
号
」
に
改
め

る
。 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号 

 

昭
和
五
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
五
号
（
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
地
方
公
共
機
関
の

指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

表
中
所
在
地
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
七
番
一
号 

千
葉
市
美
浜
区
新
港
三
二
番
地
一
七 

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
七
番
一
号 

  

千
葉
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号 

 

昭
和
五
十
七
年
千
葉
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号
（
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
地
方
公
共
機
関
の

指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

表
法
人
の
名
称
の
欄
中
「
総
武
流
山
電
鉄
株
式
会
社
」
を
「
流
鉄
株
式
会
社
」
に
、
「
大
多
喜
天
然
瓦

斯
株
式
会
社
」
を
「
大
多
喜
ガ
ス
株
式
会
社
」
に
、
「
角
栄
瓦
斯
株
式
会
社
」
を
「
角
栄
ガ
ス
株
式
会

社
」
に
、
「
我
孫
子
ガ
ス
株
式
会
社
」
を
「
東
日
本
ガ
ス
株
式
会
社
」
に
改
め
、
同
表
所
在
地
の
欄
中

「
千
葉
市
都
町
一
丁
目
一
番
二
五
号
」
を
「
千
葉
市
中
央
区
都
町
一
丁
目
一
番
二
五
号
」
に
、
「
八
千
代

市
八
千
代
台
西
一
丁
目
七
番
」
を
「
佐
倉
市
栄
町
二
一
番
地
一
」
に
、
「
佐
倉
市
中
志
津
二
丁
目
三
二
番 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
千
葉
市
新
港
二
一
二
番
地
の
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
市
新
港
二
一
二
番
地
の
二
」 

 
 

 

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

平

成

22

年

4

月

16

日

定 
 

例 

二
号
」
を
「
佐
倉
市
中
志
津
三
丁
目
三
六
番
一
号
」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 



 
 

 

二 

千 葉 県 報第１２５００号 平成 22 年 4 月 16 日 (金曜日)

「
千
葉
市
美
浜
区
新
港
二
一
二
番
地
一
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千
葉
市
美
浜
区
新
港
二
一
二
番
地
の
二
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号 

 

昭
和
六
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
五
百
十
六
号
（
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
地
方
公
共
機
関
の
指

定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

表
所
在
地
の
欄
中
「
千
葉
市
萩
台
町
一
九
九
番
地
の
一
」
を
「
千
葉
市
稲
毛
区
萩
台
町
一
九
九
番
地

一
」
に
、
「
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号
」
を
「
東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
五
番
二

号
」
に
、
「
千
葉
市
中
央
四
丁
目
一
三
番
二
八
号
」
を
「
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
一
三
番
二
八
号
」

に
改
め
る
。 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
号 

 

平
成
八
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
九
十
七
号
（
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
地
方
公
共
機
関
の
指

定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

表
所
在
地
の
欄
中
「
船
橋
市 

飾
町
二
丁
目
三
四
〇
番
地
」
を
「
八
千
代
市
緑
が
丘
一
丁
目
一
、
一
二

〇
番
地
三
」
に
改
め
る
。 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号 

 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
根

木
名
川
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
付
け
で
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 
治 

 
 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号 

 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
君
津
市
小

櫃
川
左
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
付
け
で
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号 

 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
君
津
市
末

吉
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
付
け
で
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号 

 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
夷
隅
中
部

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
付
け
で
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
川
都
市
計
画
用
途
地
域
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

市
川
都
市
計
画
用
途
地
域 

二 

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域 

 
 

市
川
市
市
川
南
三
丁
目
、
菅
野
三
丁
目
及
び
菅
野
六
丁
目
の
各
一
部
の
区
域 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
松
戸
都
市
計
画
用
途
地
域
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

松
戸
都
市
計
画
用
途
地
域 

二 

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域 

 
 

松
戸
市
松
戸
新
田
字
御
成
道
附
及
び
字
一
本
槻
の
各
一
部
の
区
域 

 
千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
柏
都
市
計
画
用
途
地
域
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

柏
都
市
計
画
用
途
地
域 

に
改
め
る
。 

 



  

三 

平成 22 年 4 月 16 日 (金曜日) 千 葉 県 報 第１２５００号 

二 

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域 

 
 

柏
市
逆
井
字
大
六
天
及
び
字
台
山
並
び
に
逆
井
藤
ノ
台
の
各
一
部
の
区
域 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
松
戸
都
市
計
画
道
路
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

松
戸
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
一
七
号
稔
台
六
実
線 

二 

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域 

 
 

松
戸
市
松
戸
新
田
字
御
成
道
附
及
び
字
一
本
槻
の
各
一
部
の
区
域 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
四

月
十
六
日
か
ら
次
の
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及
び
君
津
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平

成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
三
週
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

路 
 

 

線 
 

 

名 

供

用

開

始

の

区

間 

県
道
君
津
大
貫
線 

富
津
市
上
飯
野
字
川
間
三
、
〇
二
五
番
一
地
先
か
ら
西
大
和
田
字

 

大
和
田
一
、
四
三
九
番
地
先
ま
で 

 

富
津
市
西
大
和
田
字
大
和
田
一
、
四
四
〇
番
地
先
か
ら
一
、
四
四

 

〇
番
地
先
ま
で 

  

千
葉
県
告
示
第
三
百
四
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
次
の
と
お
り

成
立
し
た
。 

 

そ
の
関
係
図
書
は
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら

三
週
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

路
線
名
、
位
置
、
橋

梁
り
ょ
う

名
及
び
管
理
者
等 

路 

線 

名 

位 
 

 
 

 
 

 

置 

橋

梁
り
ょ
う

名

管
理
者

管 

理 

の 

内 

容 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

守
谷
流
山
線 

柏
市
布
施
下 

新

大

利

茨
城
県

 

道
路
法
施
行
令
（
昭 

和
二
十
七
年
政
令
第
四 

 

取
手
市
戸
頭 

根
橋 

 

百
七
十
九
号
）
第
五
条 

各
号
に
掲
げ
る
も
の
を 

 
 

 
 

除
く
ほ
か
、
新
設
、
改 

築
（
橋

梁
り
ょ
う

の
架
設
を
含 

 
 

 
 

む
。
）
、
区
域
変
更
行 

為
及
び
供
用
開
始
行
為 

 
 

 
 

（

公

示

行

為

を

含 

 
 

 
 

む
。
）
以
外
の
管
理 

二 

施
行
年
月
日 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
七
日 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号 

 

千
葉
県
収
入
証
紙
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
千
葉
県
規
則
第
十
二
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
者
か
ら
千
葉
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

売

り

さ

ば

き

人

の

名

称

売

り

さ

ば

き

人

の

住

所

売
り
さ
ば
き
の
場
所

廃

止

年

月

日

山
口
千
枝
子 

千
葉
市
美
浜
区
幸
町

一
丁
目
八
番
一
棟
一

二
一
一
号 

千
葉
市
美
浜
区
浜
田
二

丁
目
六
番
一
号 

平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日 

 

公

告 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
そ
の
届
出
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 
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東
部
ビ
ル
サ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
本
八
幡
店 

 
 

 

市
川
市
南
八
幡
四
丁
目
九
番
一
号 

 
２ 
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 
東
部
物
産
貿
易
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

中
野
正 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
二
番
一
号 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

更
正
会
社
株
式
会
社
長
崎
屋 

管
財
人 

橋
本
浩
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
三
丁
目
七
番
一
三
号
ほ
か 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
長
崎
屋 

代
表
取
締
役 

成
沢
潤
治
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
二
丁
目
一
九
番
一
〇
号
ほ
か 

 

５ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
市
川
市
市
民
経
済
部
商
工
振
興
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
届
出
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
武
津
田
沼
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

船
橋
市
前
原
西
二
丁
目
五
三
九
番
ほ
か 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
津
田
沼
七
番
館 

代
表
取
締
役 

會
田
博
ほ
か 

 
 

 

船
橋
市
前
原
西
二
丁
目
一
九
番
一
号
ほ
か 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
西
友 

代
表
執
行
役 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
レ
ジ
ェ
ッ
ス
キ
ー
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号
ほ
か 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

野
田
亨
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号
ほ
か 

 

５ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
二
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
船
橋
市
経
済
部
商
工
振
興
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
届
出
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

カ
ス
ミ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
茂
原
東
部
台
店 

 
 

 

茂
原
市
茂
原
一
、
五
七
五
番
地
二 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

酒
井
利
明 

 
 

 

茂
原
市
木
崎
七
三
五
番
地 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

 
 

 

エ
コ
ス
茂
原
店 

 

４ 
変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

 
 

 
カ
ス
ミ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
茂
原
東
部
台
店 

 

５ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
エ
コ
ス 

代
表
取
締
役 

平
邦
雄 

 
 

 

東
京
都
昭
島
市
中
神
町
一
、
一
六
〇
番
地
一 

 

６ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
カ
ス
ミ 
代
表
取
締
役 

小
濵
裕
正 
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茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
九
九
番
地
一 

 
７ 

変
更
年
月
日 

 
 

 
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
茂
原
市
経
済
環
境
部
商
工
観
光
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
届
出
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

オ
ー
シ
ャ
ン
マ
ー
ト
１
２
６ 

 
 

 

匝
瑳
市
飯
倉
字
祖
之
谷
一
〇
六
番
地
一
ほ
か 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

新
生
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

後
藤
武
彦 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
丁
目
一
番
八
号 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

新
生
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

豊
福
忠
雄 

 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

新
生
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

後
藤
武
彦 

 

５ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
一
年
七
月
六
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
匝
瑳
市
産
業
振
興
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
届
出
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

株
式
会
社
ト
ク
ジ
ロ
ー
酒
々
井
店 

 
 

 

印
旛
郡
酒
々
井
町
上
本
佐
倉
字
外
宿
一
二
二
番
地
一
ほ
か 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
メ
ガ
ー
ズ 

破
産
管
財
人 

真
田
範
行 

 
 

 

千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷
二
丁
目
二
二
番
一
五
号 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
メ
ガ
ー
ズ 

代
表
取
締
役 

岡
島
克
郎 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
メ
ガ
ー
ズ 

破
産
管
財
人 

真
田
範
行 

 

５ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
一
年
四
月
九
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
印
旛
郡
酒
々
井
町
産
業
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 



 
 

 

六 
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１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

東
部
ビ
ル
サ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
本
八
幡
店 

 
 

 
市
川
市
南
八
幡
四
丁
目
九
番
一
号 

 

２ 
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

東
部
物
産
貿
易
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

中
野
正 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
二
番
一
号 

 

３ 

駐
輪
場
の
位
置
の
変
更 

 

４ 

開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻
を
変
更
す
る
小
売
業
者
の
氏
名
又
は
名
称 

 
 

 

株
式
会
社
長
崎
屋 

 

５ 

変
更
前
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

開
店
時
刻
は
午
前
十
時
（
年
間
七
十
日
に
限
り
午
前
九
時
）
、
閉
店
時
刻
は
午
後
十
一
時 

 

６ 

変
更
後
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

開
店
時
刻
は
午
前
八
時
、
閉
店
時
刻
は
午
前
一
時 

 

７ 

変
更
前
の
来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

午
前
八
時
か
ら
翌
午
前
二
時
ま
で 

 

８ 

変
更
後
の
来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
二
時
ま
で 

 

９ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
市
川
市
市
民
経
済
部
商
工
振
興
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、
千

葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

株
式
会
社
ト
ク
ジ
ロ
ー
酒
々
井
店 

 
 

 

印
旛
郡
酒
々
井
町
上
本
佐
倉
字
外
宿
一
二
二
番
地
一
ほ
か 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
メ
ガ
ー
ズ 

破
産
管
財
人 

真
田
範
行 

 
 

 

千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷
二
丁
目
二
二
番
一
五
号 

 

３ 

変
更
前
の
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 

三
か
所 

 

４ 

変
更
後
の
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 

二
か
所 

 

５ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
印
旛
郡
酒
々
井
町
産
業
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
船
橋
市
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
意
見
は
、
千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
船
橋
市
経
済
部
商
工
振
興
課
に
お
い

て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

ト
ス
テ
ム
ビ
バ
船
橋
店 

 
 

船
橋
市
芝
山
三
丁
目
一
、
二
六
一
番
地
六
ほ
か 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

株
式
会
社
北
辰
商
会 

代
表
取
締
役 

広
瀬
幸
吉 

 
 

八
千
代
市
高
津
一
、
一
六
二
番
地
四 

三 

意
見
の
概
要 

 
 

意
見
な
し 

  
 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
木
更
津
市
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
意
見
は
、
千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
木
更
津
市
経
済
部
商
工
観
光
課
に
お
い

て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 



  

七 

平成 22 年 4 月 16 日 (金曜日) 千 葉 県 報 第１２５００号 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

（
仮
称
）
ニ
ト
リ
（
新
）
木
更
津
店 

 
 

木
更
津
市
請
西
一
丁
目
一
七
番
六
号
ほ
か 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

株
式
会
社
ニ
ト
リ 

代
表
取
締
役 

似
鳥
昭
雄 

 
 

北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
新
発
寒
六
条
一
丁
目
五
番
八
〇
号 

三 

意
見
の
概
要 

 
 

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
い
す
み
市
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
意
見
は
、
千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
い
す
み
市
産
業
建
設
部
商
工
観
光
課
に

お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
い
す
み
店 

 
 

い
す
み
市
岬
町
江
場
土
字
上
〆
切
二
、
一
七
一
番
一
ほ
か 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

株
式
会
社
ケ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

加
藤
修
一 

 
 

茨
城
県
水
戸
市
柳
町
一
丁
目
一
三
番
二
〇
号 

三 

意
見
の
概
要 

 
 

意
見
な
し 

  
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
及
び
夷
隅
郡
御
宿
町
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
落
合
川
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業

用
用
排
水
施
設
）
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
松
丸
川
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）

は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
五
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

 

 
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
御
堂
谷
地
区
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
）
は
、
平
成
十
五

年
十
二
月
九
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
高
谷
地
区
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
）
は
、
平
成
十
六
年

二
月
二
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
硯
地
区
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
）
は
、
平
成
十
六
年
十

二
月
八
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
谷
上
地
区
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
）
は
、
平
成
十
七
年

三
月
七
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

 

い
す
み
市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る
県
営
高
崎
地
区
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
）
は
、
平
成
十
九
年

二
月
九
日
を
も
っ
て
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 
都
市
計
画
地
区
計
画
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
松
戸
市
の
決
定
に
係
る
松
戸
都
市
計
画
地
区
計
画
み
の
り
台
駅
南
地
区
地

区
計
画
の
関
係
図
書
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
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都
市
計
画
地
区
計
画
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
柏
市
の
決
定
に
係
る
柏
都
市
計
画
地
区
計
画
逆
井
駅
東
口
地
区
地
区
計
画

の
関
係
図
書
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
地
区
計
画
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
柏
市
の
変
更
に
係
る
柏
都
市
計
画
地
区
計
画
逆
井
・
藤
心
地
区
地
区
計
画

の
関
係
図
書
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号
に
係
る
市
川
都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
は
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 
鈴 
木 

 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号
に
係
る
松
戸
都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
は
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号
に
係
る
柏
都
市
計
画
用
途
地
域
の
関
係
図
書
は
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
高
度
地
区
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
松
戸
市
の
変
更
に
係
る
松
戸
都
市
計
画
高
度
地
区
の
関
係
図
書
の
送
付
が

あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
高
度
地
区
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
柏
市
の
変
更
に
係
る
柏
都
市
計
画
高
度
地
区
の
関
係
図
書
の
送
付
が
あ
っ

た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
松
戸
市
の
変
更
に
係
る
松
戸
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
関

係
図
書
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

  
 

 

都
市
計
画
道
路
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

平
成
二
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号
に
係
る
松
戸
都
市
計
画
道
路
の
関
係
図
書
は
、
都
市
計

画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

鈴 

木 
 

栄 

治 
 

 

正

誤 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
付
け
県
報
号
外
第
十
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

（
保
険
指
導
課
） 

 
 

ペ
ー
ジ

段 

行 

誤 

正 

一 

上

前
か
ら

十
三 

第
二
百
三
十
四
号 

第
二
百
三
十
四
号
の
二 

 

 
 

 

購
読
料 

月
決
め 

一
部
一
箇
月
一
、
一
○
○
円
（
送
料
を
含
む
。
） 
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〇
四
三
（
二
二
三
）
二
一
五
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部
売
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申
し
込
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